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はじめに　芸能と地域社会
　地域社会に伝わる民俗芸能は，能や歌舞伎と
いった舞台で行われる伝統芸能と異なり，地域
社会との関わりが密接である点に最大の特徴が
ある。それゆえ，地域社会が災害により大きな
被害を受けたとき，その影響を大きく受けるも
のでもある。本稿では，まず民俗芸能と地域社
会の関わりの特徴について概説をしたのち，東
日本大震災による津波被害を受けた地域の民俗
芸能の被災と再開について紹介し，東日本大震
災被災地における芸能の置かれている位置を確
認したい。
　民俗芸能は，その研究を大成した本田安治
によれば「民俗芸能は，民間芸能，郷土芸能と
も呼ばれる。民間に於いて，また郷土に於い
て，祭礼，み霊祭り等に，いわば民俗行事とし
てとり行われる芸能ということである。」（本田　
1979）と定義される。地域社会で行われる民俗
芸能は，「祭礼，み霊祭り」といった信仰と関
わって伝承されているものが中心であることが
わかる。民俗芸能には，神楽や田楽，風流，祝
福芸などといった分類がなされ，多様な祭礼・
行事等で行われるものである。これらの芸能は
歴史的な経緯が一様ではないが，中央で生まれ
た芸能，後に古典芸能として伝えられるもの
が，地方に伝播し，独自に発達しながら現在に
伝わっているものである。
　こうして地域社会に定着してきた民俗芸能
は，地域社会の生活と密接に関わるものとして
存在している。地域の祭礼などで演じられ，そ
の担い手は地域の若者たちである。そして，観
客は基本的に地域社会の人たちとなる。この観
客である地域社会の人たちは，担い手のOB/
OGであり，次世代の担い手たちであり，担い
手を最も長く見てきている家族であるというこ

とが大切なのである。
　日常の暮らしの時間の中に，あって当然のも
のとして芸能は位置している。では，地域社会
が災害により大きく被害を受けたとき，その地
域に伝わる芸能は，どのような対処がなされ，
再開を果たしていくのであろうか。そして再開
することにより，どのような効果が地域社会に
もたらされるのか。以下，東日本大震災の被災
地での出来事を紹介したい。

1．災害と芸能の被災
東日本大震災被災地における芸能
　東日本大震災による津波の被災地，特に大き
な被害を受けた岩手県から福島県に掛けての一
帯は，民俗芸能を濃密に伝えている地域として
知られている。印象としては，半数から7割ほ
どの集落には伝承されている感覚である。最も
多く伝わるのは獅子舞で，新春に行われる春祈
祷行事に露払い役として舞われていることが多
い。この行事は集落内にある魔除け行事であ
り，新年を迎えるに当たり欠くことのできない
行事となっている。そして，この獅子舞は，春
秋に行われることの多い鎮守の祭礼でも舞われ
る。正月と祭礼というハレの日に欠かせない存
在である。祭礼には，舞台芸能である神楽が奉
納される集落も多い。神話を元とした演目も多
いが，狂言なども多く，信仰の舞であるととも
に，娯楽性の高い芸能でもある。神楽は江戸時
代まで修験者を中心とした宗教者によって演じ
られることが多く，集落に伝わるというより
も，より広域の地域で行われるものであった。
修験道が廃止された明治時代以降は，神楽を地
域の人たちが引き継ぐかたちで，集落の芸能と
なっていることが多い。同時に，江戸時代以来
の宗教性を遺している団体もある。新築の家の
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魔除けであったり，新婚家庭の祝福であったり
と，神楽師による，舞を通した祈祷が今も行わ
れている。
　盆には先祖供養・死者供養の行事である鹿踊
や剣舞，念仏踊も広く見られる。先に触れた神
楽も供養の念仏神楽を行う団体もある。芸能
は，舞台などの場で演じ，舞われるだけではな
く，もっと日常に近いところで，折に触れて関
わる存在であったのである。

郷土芸能の被災
　東日本大震災は，こうした芸能を育んでいた
地域社会を大きく壊した。筆者は，無形の文化
財である民俗芸能の被災を次にあげる三つの
フェーズで考えている。第一は無形の文化財で
ある民俗芸能の担い手が被災し，芸が失われ
る，人の被災である。第二が芸能の用具を失う
ことで実演することができなくなる，物の被災
である。そして第三が民俗芸能を取り巻いてい
た地域社会が失われる，環境の被災である。
　人の被災は，「わざ」が対象である無形の文
化財としては，最大の損失である。ある日突然，
これまでいた人がいなくなり，技が失われるこ
とは無念である。しかし，自然災害に限らず，
技を失う状況はいろいろあるし，人はいずれ亡
くなるものである。その意味では，突然のこと
ではあるが，避けることのできない性質の被災
と理解することができる。
　物の被災は，失った用具を購入することで対
処できる。芸能の用具は現用の物であり，消耗
品も多い。そのため，購入をためらうものでは
ない。しかし，東日本大震災の被災地での経験
では必ずしもこうした対処で事足りないことが
わかる。それは用具自体に対する来歴である。
民俗芸能の用具，特に面や獅子頭といった芸能
の中心となる用具は，誰からいつ寄付をされた
のか，といった情報のみならず，いつ誰が振り
回して壊したのか，といった来歴も記憶されて
いる。また，獅子舞のように周辺に多数伝承さ
れる芸能の場合は，隣の集落とは異なる頭の形
をしている，うちの方が由緒のある形である，
といったように，自分たちの用具のプライドが

込められることもある。すなわち，どんな獅子
頭でも良いわけではない。そのため，新調する
にしても，失われたものと同じかたちをしたも
のをつくることが求められることも多々あっ
た。

2．地域の復興と芸能
環境の変化にどう対応していくか
　被災した有形文化財の保存を考えるとき，文
化財自体の状態を安定させ，必要に応じて修理
を行う。同時に，収蔵環境も保存の重要な要素
となり，不具合があれば環境の改善をはかる。
民俗芸能，無形の文化財の保存も同様に考える
ならば，環境の向上も考えなくてはならない。
伝承するための環境への阻害要因を考えると，
少子化や過疎化は既に大きな課題となってい
る（星野　2012など）。しかし，こうした要因
に文化財保護という観点から直接対処すること
は難しい。ましておや，津波の被害により災害
危険地域に指定された東日本大震災の被災地で
は，まったく新しい景観をもった地域社会が出
現することとなり，その計画時において芸能を
前提とすることはなかった。
　そうなると，変化する環境の中で，芸能をど
のようにして，もう一度地域社会に戻すかが課
題となる。このことを考えるため，以下，宮城
県石巻市雄勝町に伝わる重要無形民俗文化財雄
勝法印神楽を例にとりあげることにする。雄勝
法印神楽は東日本大震災で大きく被災したが，
2011年5月には再開をはたし，復旧復興の象徴
として，全国はもとより海外にまで招聘され，
各地で公演を行った。筆者は東日本大震災以前
からの付き合いもあり，公演などにも同行して
いたが，あるとき中堅の神楽師の発言が心に
残った。
　「毎週のように各地で公演しているけど，な
んか違うんですよね。自分たちは雄勝の人の前
で神楽をするのが本当だと思うんですよね。」
　この後，彼らは，どうやって雄勝の人たちに
神楽を届けるのか，そうした活動に自分たちで
取り組むようになっていった。それは地域社
会の再生を自分たちのものにする取り組みでも
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あった。

雄勝法印神楽と雄勝
　雄勝法印神楽は平成の大合併で石巻市となっ
た旧雄勝町（以下雄勝地区）に伝わる神楽であ
る。ここまで民俗芸能は地域社会と密接に関わ
ると述べてきたが，ここでイメージする地域社
会は集落などと呼ばれる単位である。この点で
12の集落で構成される雄勝地区を単位に伝承
される雄勝法印神楽は特異な民俗芸能である。
雄勝法印神楽は，雄勝地区の各集落の鎮守の祭
礼に奉納される（写真1，2）。神楽師は町内各
地に分住しており，神楽の奉納があると集まっ
てくる。祭礼は神主が執り行うが，祭りの運営
自体は各集落の人たちが行う。各集落には宮守
と呼ばれる，多くは集落の草分けの家が就く役
があり，宮守を中心に祭礼が執り行われる。現

在は大分様相が変わっているが，本来は，神楽
自体も集落の人が直接奉納するように依頼され
るものであったし，厳密には，集落の人が個々
の神楽師に声を掛け，必要な人数の神楽師を自
分たちで集めるものであった。神楽師の集団を
神楽団と呼ぶが，神楽団というまとまりに対し
て，奉納を依頼するものでは必ずしもなかっ
た。さらに，昭和40年代までは，神楽の用具
も一式，面，装束，太鼓などは集落で所有して
おり，神楽師はまさに身一つで招かれた集落を
訪れ，集まった神楽師を見て演目を決め神楽の
奉納をしていたのである。
　リアス式海岸の断崖と細かい入り江が発達し
た雄勝地区では，集落が入り江ごとに広がって
いた。各集落を結ぶ陸路もあったが，入り組ん
だ山道を通るよりも，日常の移動は舟を使うこ
とが一般的であった。すなわち，隣の集落とは
いえ，必ずしも日常的に接するものではなかっ
たのである。こうした独立性の高い雄勝地区に
おいて，集落の人たちにとって神楽とは，自分
たちが用意した面，装束を身につけて行う，ま
さに自分たちのものとして存在していた。
　一方，雄勝各地に住む神楽師は，独立性の高
い雄勝において，各集落を訪れ，地域社会の多
くの人と関わりを持つ数少ない人たちであっ
た。かれらは雄勝地区全体を知っている人たち
であったのである。

雄勝法印神楽と東日本大震災
　雄勝地区は東日本大震災により壊滅的な被害
を受けた。神楽に関しても，神楽師を一人亡く
し，家族を失ったもの，家を失ったものも多数
いた。用具を収めていた葉山神社も被災し，用
具は全て流出した。すなわち，人，物，環境の
いずれも被害を受けたのである。震災直後に連
絡を取ったときはこうした被災状況を伺い，再
開など全く考えられないとの返答をもらった。
しかし，それから1月ほど経過した，2011年5
月に再開するとの連絡を受けた。雄勝復興市と
いうイベントに出演するとのことである。連休
中に神楽師たちで集まり決めたことであった。
　用具は，雄勝地区の一集落，大須のものを借

写真1　�立浜集落での神楽奉納の様子（2008年4月30
日撮影）

写真2　�上雄勝集落での神楽奉納の様子（2009年10月
19日撮影）
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りたとのことである。大須は雄勝法印神楽を奉
納する集落の中でも独立性が高く，各集落の用
具を一つ集めたときも協力せず，大須の祭礼で
は自分たちの面装束を使い続けていた。集落全
体が高台に位置する大須は，津波被害も大きく
なく，用具も守られた。この用具を借りたので
ある。それは，雄勝法印神楽が年に1回ではあ
るが，これまでも使ってきた用具であった。し
かし，神楽師は，用具の再生を急いだ。それも，
なるべく震災前と同じものという要望であっ
た。筆者にとっては愛着が強いのであろう，と
いう理解で，重要無形民俗文化財でもあるし，
そうした要望があるのであれば協力しよう，と
考え，面の再生に関わった。
　面に関する情報は，写真しかない。大きさも
ある程度推測はできるが細部は判別できない。
依頼した彫刻修理の技術者は，加工が容易なバ
ルサ材を使って仮彫りの面を作り，それを神楽
師に見てもらい細部を調整した上で本彫りを施
す，という方法を採った。手の込んだ作業では
あるが，その出来映えは神楽師も満足するもの
となった。この作業では，もう一つ想定外の利
点があった。仮彫りの修正点を議論する際，こ
の面がどういった面なのか，といった情報を神
楽師たちが議論できる場になったことである。
また，改めてその面がどのような表情をしてい
たのか，といった面自体の特性も考える場と
なった。こうした議論は，芸能を再開する上で
も重要な機会であったと感じている（写真3）。
　一方，雄勝地区という芸能の環境はどうなっ
ていたのであろうか。雄勝地区が壊滅的な津波

被害を受けたと述べたが，その復興を考えたと
きに大きく二つの問題があった。一つは，津波
の被害を受けない高台移転地となる土地がない
ということである。もう一つは，産業であった
漁業の衰退もあり，旧町民の多くは雄勝の外に
職を持っており，そもそも通勤そして，通学に
不便なところであったということである。この
結果，雄勝地区の住民は大幅に減少することと
なった。大須のような被害の小さい，いくつか
の例外を除き，大幅に人口が減り，発災から
10年を経た現在に至っても祭礼を再開できな
い集落がいくつもある。
　こうした状況下で，神楽師そして各集落に
残った人たちは神楽を奉納し，震災前の同じよ
うに祭礼を執り行おうと努力してきている。雄
勝法印神楽自体は，東日本大震災発災後に，復
興を目指す雄勝，そして石巻の象徴として全国
各地より招聘され公演を行ってきた。しかし，
これまで最大の観客であった雄勝地区の人たち
に見せられないというジレンマも抱えていた。
毎年奉納していた祭礼が再開できない集落の
人，雄勝を離れる決心をした人，そうした人た
ちにも神楽を見せたいと願い，神楽師たちも自
らが発起人となって雄勝地区の人たちを対象に
したイベントなども企画し，祭礼の雰囲気を伝
えようとしている。こうした取り組みは，物理
的な環境の復旧・復興とは別に，神楽，そして
文化財を通した地域の復旧・復興を目指してい
るように感じられた。すなわち，神楽があるこ
とで雄勝の生活環境が成り立っているかのよう
な印象である。最後にこの点をもう少し考えて
みたい。

3．雄勝の人にとっての神楽
神楽は自分たちの浜のもの
　雄勝において神楽とはどのような存在なので
あろうか。神楽は，毎年の鎮守の祭礼に奉納さ
れるもので，その囃子の音は集落のある急峻な
谷の中に響き渡るものである。自宅にいても，
何に演目が舞われているのかがはっきりとわか
る。近年の神楽は日中のみの奉納が多いが，か
つては夜神楽と称し，深夜まで奉納が続くこと写真3　�仮彫り面を調整する（2012年2月20日撮影）
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もままあった。集落全体が神楽の音に包まれて
1日を過ごすのである。
　そして，この神楽は，自分たちが揃えた面・
装束を用い，自分たちの舞台，自分たちの太鼓
を使って演じられる。まさに自分たちの神楽な
のである。面や装束は集落の誰が奉納したも
の，といった情報も集落内で共有されている。
奉納した人が観客にいれば，神楽師もその用具
を使う演目を加える。神楽師も地域の人たちを
喜ばせるように演じる。この際，特に重要なの
は面である。雄勝法印神楽は旧雄勝町のみなら
ず，同系の神楽が近在で伝承されている。囃子
も舞も基本同じである。そのため，神楽師たち
は平日の祭礼など，集まれる人が足りないとき
は，旧雄勝町以外の他の神楽の神楽師に手伝い
を依頼すること多々ある。重要無形民俗文化財
であるが，舞手は誰でもよいのである。それは，
まさに自分たちの面であるかが大切であるとい
うことを示している（小谷　2016）。
　ここまでみていくと，先に見た，面を早く新
調しなくてはならない理由もはっきりする。大
須から借りた面は，大須の人たちにとっては
それが自分たちの神楽であるが，他の集落の人
たちにとっては，見たこともない神楽になるの
である。たとえ舞手はこれまでの神楽の舞手で
あっても，である。漁業の衰退などにより，面
装束が維持できなくなり，大須以外の集落の用
具は，一つにまとめられているが，そうした来
歴も含め，用具自体に自分たちの集落の歴史が
詰まっているといえる（写真4，5）。それゆえ
に，用具の被災は，雄勝法印神楽にとっては用

具だけではなく，環境の被災も含み混んだもの
でもあった。

地域の核としての神楽師
　神楽を担う神楽師に目を向けてみよう。震災
前，震災後，神楽を見ていて一つのことが気に
なっていた。朝，集落の祭礼に行くと，神楽師
の何人かがスーツを着ているのである。聞く
と，神社総代だから，行政区長だから，とのこ
とである。多くの神楽師が「長」の付く役職を
担っているのである。これは，たまたまそうし
た人が神楽師にいたということではなく，神楽
師になった経緯を伺うと，後々そうした役に就
くような人が神楽師としてスカウトされてき
たのである（小谷　2016）。それは地域を担う，
地域の中心となるような人，ということのよう
である。そして，東日本大震災を受けたとき，
神楽師たちは，不利な条件を顧みず，雄勝の復
興を担おうとすることになった。
　神楽師は，元来，雄勝地区の中でも地域全体
を知っている数少ない存在であった。もちろ
ん，自動車交通の発達した近年では，そうした
集落の独立性はなくなっていたのであるが，そ
れでも，神楽師は雄勝の各集落をよく知る人で
あり，それゆえに，震災後に雄勝の復興を願い，
活動をするようになったのである。それも，単
なる復興ではなく，その中には神社の祭礼があ
り，神楽の奉納がある。そうした暮らし，文化
も含み混んだ復興を意識している。
　こうした動きを外から見ていると，神楽は雄
勝の人たちが持つ共通語であることに気がつ

写真5　�大須における蛭児舞（2015年5月3日撮影）写真4　�上雄勝における蛭児舞（2009年10月19日撮影）
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く。確かに，雄勝の多くの集落で神楽が奉納さ
れており，様々なイベントでも神楽は登場して
いた。神楽の囃子は，全ての住民にとって耳な
じみのあるものであった。そうした存在は他に
はない。神楽は雄勝の復興に向けて一つの象
徴になる歴史的な背景があり，現在的な意味が
あったのである。

そして復興後に
　高台移転，内陸移転を中心とした東日本大震
災の復興事業において，宗教施設が移転の対象
外とされた。神社や寺院が移転により誰も居な
くなった場所に取り残され，またその場で再建
している。祭礼の担い手が住む場所とは離れて
いるのである。そうした中でも，各地で原地に
戻り祭礼を行う，奉納していた芸能を新住地で
行う， そうした形で祭礼を再開し， 芸能を再開す
る例は枚挙をいとわない。しかし， 雄勝のいくつ
かの集落のように， 10年たった現在も祭礼を再
開できない集落がある。また，複数の集落の人
によって新住地がつくられたことで，そこでの
祭礼行事の再開が困難になっている話も聞く。
　2021 年時点で，公共工事は若干残っている
が，雄勝地区の復興事業は大枠完了した。まっ
たく見慣れぬ景観を持つ地域社会が新たに誕生
した。新型コロナウイルス感染症の流行もあ
り，2020年から祭礼が行えていないが，徐々に
新しい環境の中での祭礼を取り戻しつつある

（写真6）。それは，写真1，2でみたような姿と

は異なるが，徐々にこの環境に合わせた神楽の
楽しみ方が形づくられていくであろう。簡単で
はない取り組みになる地域もあろうが，時間の
中で徐々に新しい方法を見いだし，作り上げら
れていくものと思われるし，そうなることを信
じたい。

おわりに 
東日本大震災の被災地にとって芸能とは
　東日本大震災の被災地に広く伝わる多様な芸
能は，その目的は様々であるが，地域社会との
関わりを抜きに存在し得ない。それは，地域社
会の様々な立場の人が，その人の立場で関わる
存在であるから。単に芸能に直接関わる人たち
だけのものではない。
　同時に，それが地域の人皆と接する唯一の場
になっていることもある。すなわち，芸能とそ
れを取り巻く場を通して，地域社会の姿を見て
きた面があるのである。それゆえに東日本大震
災の津波を受けた後，早い時期から再開を模索
し，そして復興後の新しい地域社会の中にも息
づこうとしているのであり，息づかなければな
らないのである。
　こうした芸能の位置づけが日本全体に広げら
れるとは考えていない。あくまでも，東北地方
の太平洋沿岸における特徴なのであろう。こう
した地域を象り特徴付ける文化は，芸能に限ら
ず，災害に遭った社会を復興させるとき，そう
した地域の中で脈々と受けつがれてきた，人々
を結びつける文化を見いだし，それを守る意義
を被災した地域の人たちに伝えることも，外部
者である我々の役割だと考えている。
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